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タブレット（iPad）使用のルール 

羽ノ浦小学校  

１ 目的 

・学校から配付されるタブレットは，学習
かつ

活
どう

動のために
つか

使うことが
もく

目
てき

的です。
がく

学
しゆう

習
かつ

活
どう

動に
かか

関

わることだけに
つか

使います。 
 

２ 
し

使
よう

用する
ば

場
めん

面 

・
がつ

学
こう

校と
か

家
てい

庭だけで
つか

使います。 

・なくしたり，ぬすまれたり，
お

落としてこわしたり，
みず

水にぬらしたりしないように
じゆう

十
ぶん

分に
き

気

をつけます。 

・
も

持ったまま
はし

走ったり，
じ

地
めん

面に
お

置いたりしないようにします。 

・カバンの
した

下においたり，カバンの
そこ

底に
い

入れたりしないようにします。 

・
みず

水にぬれるところ，
しつ

湿
け

気の
おお

多いところ，
につ

日
こう

光の
した

下やストーブの
ちか

近くなどには
お

置かないよう

にします。 

・
が

画
めん

面には
ゆび

指または
せん

専
よう

用タッチペンでふれます。えんぴつなどでふれたり，
らく

落
が

書きしたり，
じ

磁
しやく

石 を
ちか

近づけたりするなどは
ぜつ

絶
たい

対にしません。また
よご

汚れた
て

手でさわらないようにします。 

・カバー
つ

は付けたまま
つか

使います。 
 

３ 
がつ

学
こう

校で
つか

使う
ば

場
あい

合 

・
がつ

学
こう

校でタブレットを
つか

使うときは，
せん

先
せい

生の
し

指
じ

示をよく
き

聞きます。 

・
やす

休み
じ

時
かん

間や
ほう

放
か

課
ご

後，
こう

校
がい

外の
がく

学
しゆう

習 で
つか

使う
とき

時も，
がつ

学
こう

校から
みと

認められたこと
い

以
がい

外に
つか

使いません。 
 

４ 
か

家
てい

庭で
つか

使う
ば

場
あい

合 

・
とう

登
げ

下
こう

校中
ちゅう

は，タブレットをランドセルやカバンの
なか

中に
い

入れておきます。 

 タブレット本体
ほんたい

は，専用
せんよう

のケースに入
い

れておきます。 

・
つか

使う
じ

時
かん

間は
いえ

家の
ひと

人とよく
はな

話し
あ

合い，
ちよう

長
じ

時
かん

間
し

使
よう

用せず
こま

細かく
きゆう

休
けい

憩しながら
つか

使います。 

・
よる

夜
おそ

遅くまで
つか

使わないようにします。
ね

寝る
じ

時
こく

刻の３０
ぷん

分
まえ

前は
つか

使わないようにします。 

・Wi-Fi
かん

環
きよう

境 や
し

使
よう

用については，
か

家
ぞく

族の
ひと

人とよく
そう

相
だん

談しておきます。 

・タブレットのそばで
もの

物を
た

食べたり
の

飲んだりしないようにします。 

・
か

家
てい

庭におけるタブレットの
し

使
よう

用は
たい

貸
よ

与された
じ

児
どう

童
ほん

本
にん

人に
かぎ

限ります。 
 

５ 
ほ

保
かん

管 

・
がつ

学
こう

校での
ほ

保
かん

管は，
かく

各
きよう

教
しつ

室の
じゆう

充
でん

電
ほ

保
かん

管
こ

庫に
い

入れます。 

・タブレットを
も

持たずに
きよう

教
しつ

室を
い

移
どう

動するときは，
き

決められた
ば

場
しよ

所に
お

置きます。 

・
も

持ち
かえ

帰らないときは，
がつ

学
こう

校の
じゆう

充
でん

電
ほ

保
かん

管
こ

庫に
い

入れて
かえ

帰ります。 

・
か

家
てい

庭で
ほ

保
かん

管するときは，
いえ

家の
ひと

人の
め

目の
とど

届くところに
お

置きます。 
 

６ 
けん

健
こう

康のために 

・３０
ぷん

分に
いち

一
ど

度は画面
が め ん

から目
め

を離
はな

して，２０秒
びょう

以上
いじょう

遠
とお

くを見
み

ます。
くら

暗いところでは
つか

使わな

いようにします。 
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・ヘッドフォン（イヤフォン）をつないで
つか

使うときは，
おお

大きすぎる
おと

音にならないように
おと

音の
おお

大きさに
き

気をつけます。 
 

７ 
あん

安
ぜん

全な
し

使
よう

用 

・
がく

学
しゆう

習 に
かん

関
けい

係のないウェブサイトにアクセスしません。 

・インターネットには
いつ

一
てい

定の
せい

制
げん

限がかけられています。
せつ

設
てい

定は変
へんこう

更してはいけません。 
 

８ 
こ

個
じん

人
じよう

情
ほう

報
とう

等 

・
じ

自
ぶん

分のタブレットを
た

他
にん

人に
か

貸したり，
つか

使わせたりしないようにします。 

・
がく

学
しゆう

習 ドリルソフトや
じゆ

授
ぎよう

業
し

支
えん

援ソフトを
し

使
よう

用する
さい

際に
つか

使う
じ

自
ぶん

分の I D
アイディー

やパスワードをほ

かの
ひと

人に
おし

教えないようにします。 

・
じ

自
ぶん

分や
た

他
にん

人の
こ

個
じん

人
じよう

情
ほう

報（
な

名
まえ

前や
じゆう

住
しよ

所，
でん

電
わ

話
ばん

番
ごう

号など）はインターネット
じよう

上 に
ぜつ

絶
たい

対に
あ

上げ

ません。 

・
あい

相
て

手を
きず

傷つけたり，いやな
おも

思いをさせたりすることを
ぜつ

絶
たい

対に
か

書き
こ

込みません。 
 

９ カメラでの
さつ

撮
えい

影 

・
せん

先
せい

生が
きよ

許
か

可した
とき

時だけカメラを
つか

使います。 

・
がく

学
しゆう

習
もく

目
てき

的
い

以
がい

外で，
じ

自
ぶん

分やほかの
ひと

人の
しや

写
しん

真を
と

撮らないようにします。 

・カメラで
だれ

誰かを
さつ

撮
えい

影するときは，
かなら

必 ず
さつ

撮
えい

影する
あい

相
て

手の
きよ

許
か

可をもらいます。 

・
さつ

撮
えい

影した
しや

写
しん

真は，インターネット
じよう

上 に
ぜつ

絶
たい

対に
あ

上げません。 
 

10 データの
ほ

保
ぞん

存 

・
がつ

学
こう

校のタブレットで
つく

作ったデータやインターネットから
と

取り
こ

込んだデータ（
しや

写
しん

真や
どう

動
が

画な

ど）は，
がく

学
しゆう

習
かつ

活
どう

動で
きよ

許
か

可されたものだけ
ほ

保
ぞん

存します。 
 

11 
せつ

設
てい

定の
へん

変
こう

更 

・ホーム画面のアイコンの
なら

並び
かた

方や
い

位
ち

置，
はい

背
けい

景の
が

画
ぞう

像などのタブレットの
せつ

設
てい

定は，
かつ

勝
て

手に
か

変

えません。アプリの
さく

削
じよ

除はしません。 

・
が

画
めん

面の
あか

明るさを
せつ

設
てい

定して，
み

見やすくする
せつ

設
てい

定は，
かく

各
じ

自で
おこな

行 ってもかまいません。 
 

12 トラブル 

・
がつ

学
こう

校
ない

内で
つか

使っているときに，タブレット
ほん

本
たい

体やインターネットが
つか

使えなくなって，
さい

再
き

起
どう

動

をしても
もと

元に
もど

戻らないときは，すぐ
せん

先
せい

生に
し

知らせます。 

・
か

家
てい

庭で
そう

操
さ

作
ほう

方
ほう

法がわからない
とき

時やこわれた
とき

時は，
つぎ

次の
ひ

日に
せん

先
せい

生に
そう

相
だん

談します。 

・
こ

故
い

意に
せつ

設
てい

定
へん

変
こう

更をするなどして，タブレットに
ふ

不
ぐ

具
あい

合が
しよう

生 じた
ば

場
あい

合は，もとに
もど

戻すため

の
さ

作
ぎよう

業 にかかる
ひ

費
よう

用を
か

家
てい

庭で
ふ

負
たん

担していただくことがあります。 

・その
た

他，
こま

困ったことが
お

起こったら，
がつ

学
こう

校に
そう

相
だん

談しましょう。 
 

13 
し

使
よう

用の
せい

制
げん

限 

・
もく

目
てき

的
がい

外に
し

使
よう

用した
ば

場
あい

合や『タブレット
かつ

活
よう

用のルール』が
まも

守れないときは，タブレットを
つか

使

うことができなくなります。 


